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(54)【発明の名称】 内視鏡の先端部

(57)【要約】
【課題】先端部本体と湾曲管とを、外径が太くならない
ように、しかもがたつきなく十分な強度で分解可能に連
結することができる内視鏡の先端部を提供すること。
【解決手段】湾曲管２から先端部本体１にまたがって径
方向に差し込まれたピン状又はネジ状の抜け止め部材３
Ａ，３Ｂを、先端部本体１と湾曲管２との嵌合部の軸線
と平行方向に間隔をあけて複数配置した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】観察窓等が配置された先端部本体の後端部
分が遠隔操作によって屈曲する湾曲管の先端部分に嵌合
され、ピン状又はネジ状の抜け止め部材が上記湾曲管か
ら上記先端部本体にまたがって径方向に差し込まれて、
上記先端部本体と上記湾曲管とが連結された内視鏡の先
端部において、
上記抜け止め部材を上記嵌合部の軸線と平行方向に間隔
をあけて複数配置したことを特徴とする内視鏡の先端
部。
【請求項２】上記複数の抜け止め部材が、上記嵌合部の
周方向に半周以上の隙間をあけて複数組配置されている
請求項１記載の内視鏡の先端部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は内視鏡の先端部に
関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡においては、一般に、手元側から
の遠隔操作によって屈曲自在な湾曲管が、可撓管によっ
て外装された挿入部の先端部分に配置されていて、観察
窓等が配置された先端部本体が湾曲管の先端に連結され
た構成になっている。
【０００３】先端部本体と湾曲管との連結部は、図５に
示されるように、先端部本体１の後端部分が湾曲管２の
最先端の節輪２１ａの先端部分に嵌合され、抜け止めピ
ン３Ａが最先端の節輪２１ａから先端部本体１にまたが
って径方向に差し込まれた構成になっている。
【０００４】このような連結部において、先端部本体１
と最先端の節輪２１ａとを接着剤や半田付け等で固着し
てしまうこともできるが、分解修理がほとんど不可能に
なってしまうので、好ましくない。なお、抜け止め部材
としてネジを用いたものもある。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】上述のような従来の内
視鏡の先端部では、図５におけるVI－VI断面を示す図６
に示されるように、連結部ががたついたり傾いたりしな
いよう、適宜の間隔をあけて周方向の複数箇所に抜け止
めピン３Ａが配置されているのが普通である。
【０００６】しかし、そのように放射状に複数箇所に抜
け止めピン３Ａを配置するだけのスペースを設けると、
光学繊維や処置具挿通チャンネル等各種内蔵物間に隙間
の多いレイアウトにしなければならないので、先端部本
体１から湾曲管２部分の外径が太くなって、内視鏡検査
を受ける人に与える苦痛が大きくなってしまう。
【０００７】そこで、抜け止め部材を周方向の二箇所だ
けに配置したものもある。そのようにすると、先端部本
体１のレイアウトに余裕が生じて外径を細く形成するこ
とができる。
【０００８】しかし、そのように単純に抜け止め部材を
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周方向の二箇所だけに配置したものでは、連結部ががた
つき易く、強度的にも不十分で衝撃等によって連結部が
破損し易い欠点が生じる。
【０００９】そこで本発明は、先端部本体と湾曲管と
を、外径が太くならないように、しかもがたつきなく十
分な強度で分解可能に連結することができる内視鏡の先
端部を提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の先端部は、観察窓等が配置された
先端部本体の後端部分が遠隔操作によって屈曲する湾曲
管の先端部分に嵌合され、ピン状又はネジ状の抜け止め
部材が湾曲管から先端部本体にまたがって径方向に差し
込まれて、先端部本体と湾曲管とが連結された内視鏡の
先端部において、抜け止め部材を嵌合部の軸線と平行方
向に間隔をあけて複数配置したものである。
【００１１】なお、複数の抜け止め部材が、嵌合部の周
方向に半周以上の隙間をあけて複数組配置されていても
よい。
【００１２】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は、細長い可撓管状に形成された電子内
視鏡の挿入部の先端部分の側面断面図であり、図２はそ
のII－II断面図である。ただし、図１には、一つの図に
各部が表示されるように、相違する断面にある部材を図
示してあり、図２は各部材が正しい位置関係に図示され
ている。
【００１３】１は、観察窓１１等が設けられた先端部本
体であり、観察窓１１の内側に配置された対物光学系１
２による被写体の結像位置に、固体撮像素子１３の撮像
面が配置されている。１４は、撮像信号等を伝送するた
めの信号ケーブルである。
【００１４】１５は、処置具が挿通される処置具挿通チ
ャンネルであり、例えば四フッ化エチレン樹脂チューブ
等によって形成されている。信号ケーブル１４及び処置
具挿通チャンネル１５は、照明用光学繊維束１６や送気
送水チューブ１７等と並んで、先端部本体１内から湾曲
管２内を通り、挿入部内に全長にわたって挿通配置され
ている。
【００１５】湾曲管２は、複数の（例えば５～２５個程
度）節輪２１をリベット２２によって回動自在に連結
し、その外面をゴムチューブ等からなる外皮２３で被覆
して構成されており、最先端の節輪２１ａに操作ワイヤ
２４の先端が連結されている。
【００１６】最先端の節輪２１ａの先側部分には、先端
部本体１の後半部分が嵌挿され、その嵌合連結部分に
は、抜け止めピン３Ａが最先端の節輪２１ａから先端部
本体１にまたがって径方向に差し込まれている。
【００１７】抜け止めピン３Ａは、最先端の節輪２１ａ
と係合する頭部が先端部本体１内に嵌まり込む胴部より
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太く形成されていて、その各部が嵌合する孔が最先端の
節輪２１ａと先端部本体１とに穿設されている。
【００１８】抜け止めピン３Ａは、図２に示されるよう
にII－II断面上の二箇所だけにしか配置されていない。
したがって、各内蔵物間に無理に隙間をあける必要がな
く、全体の外径を細く形成することができる。
【００１９】ただし、抜け止めピン３Ａが配置された二
箇所には、図１に示されるように、各々に二本の抜け止
めピン３Ａが嵌合部（最先端の節輪２１ａと先端部本体
１との嵌合部）の軸線と平行方向に並んで配置されてい
る。
【００２０】したがって、抜け止めピン３Ａが周方向の
二箇所だけにしか配置されていないにもかかわらず、連
結部ががたつき難く、湾曲管２と先端部本体１とが十分
な強度で分解可能に連結されている。
【００２１】図３及びそのIV－IV断面である図４は、本
発明の第２の実施例の電子内視鏡の挿入部の先端部分を
示しており、最先端の節輪２１ａと先端部本体１の抜け
止め部材として、先端部本体１側にねじ込まれる抜け止
めネジ３Ｂを用いたものである。２０は、抜け止めネジ
３Ｂを螺合させるための雌ネジが形成されたねじ受け座
である。
【００２２】この実施例においては、図４に示されるよ
うに、抜け止めネジ３ＢがIV－IV断面上の二箇所に配置
されており、その双方の位置に、図３に示されるよう
に、各々二本の抜け止めネジ３Ｂが嵌合部の軸線と平行
方向に並んで配置されている。
【００２３】したがって、抜け止めネジ３Ｂが周方向の
二箇所だけにしか配置されていないにもかかわらず、連
結部ががたつき難く、湾曲管２と先端部本体１とが十分
な強度で分解可能に連結されている。その他の構成につ
いては、第１の実施例と同じ符号を付して説明は省略す*

4
*る。
【００２４】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば抜け止め部材３Ａ，３Ｂを嵌合部の
軸線と平行方向に間隔をあけて３個以上配置してもよ
い。
【００２５】
【発明の効果】本発明によれば、径方向に差し込まれた
ピン状又はネジ状の抜け止め部材を、先端部本体と湾曲
管との嵌合部の軸線と平行方向に間隔をあけて複数配置
したことにより、先端部本体と湾曲管とを、外径が太く
ならないように、しかもがたつきなく十分な強度で分解
可能に連結することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の先端部の相違
する断面にある部材を一つの図に表示して示す側面断面
図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡の先端部の図１
におけるII－II断面図である。
【図３】本発明の第２の実施例の内視鏡の先端部の相違
する断面にある部材を一つの図に表示して示す側面断面
図である。
【図４】本発明の第２の実施例の内視鏡の先端部の図３
におけるIV－IV断面図である。
【図５】従来の内視鏡の先端部の側面断面図である。
【図６】従来の内視鏡の先端部の図５におけるVI－VI断
面図である。
【符号の説明】
１  先端部本体
２  湾曲管
２１ａ  最先端の節輪
３Ａ  抜け止めピン
３Ｂ  抜け止めネジ

【図１】 【図２】 【図４】
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